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【実施概要】

本フォーラムは、国連環境計画生物多様性条約事務局との合意に基づ

いて実施されており、本年で９回目を迎えました。日本を含むアジア各国の
大学生・大学院生が環境課題について学び、意見交換して提言をまとめる
機会提供を通じて、国際的に活躍する環境分野での人材を育成することを
目的としています。今回を含めた参加学生の延べ人数は、６７９名となりま
す。
本年は、「循環型社会の構築」 をテーマに、３日間のオンライン開催とし、

９カ国９大学の８８名がリモートで参加しました。幹事校であるインドネシア
大学がプログラムを準備し、参加学生は多国籍の１０チームに分かれて
ディスカッションを行いました。その際には各大学の教員がファシリテー
ターとして加わり、議論の深まりを支援しました。最終日の成果発表では、
チーム毎に「循環型社会の構築」についての提言を行い、各大学の教員で
構成される審査員が、グランプリを決定しました。また、初めての試みとし
て、参加校の一般学生もその様子をオンラインで視聴し、視聴者賞の投票
に参加しました。
なお、早稲田大学との連携により昨年設立されたAEON TOWA リサー
チセンターが組織する学生AEON TOWA studentsも、一部の運営に協力
しました。
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■テーマ 「循環型社会の構築」

■実施日程 ２０２１年８月９日(月)～１１日(水)

■開催場所 オンライン開催

■参加大学 王立プノンペン大学（カンボジア）

（国名アルファベット順） 清華大学（中国）

インドネシア大学（インドネシア）

早稲田大学（日本）

マラヤ大学（マレーシア）

フィリピン大学（フィリピン）

高麗大学校（韓国）

チュラロンコン大学(タイ)

ベトナム国家大学ハノイ校（ベトナム）

計９大学

■参加者 上記９大学から選抜された大学生・大学院生計９０人　（各校１０名）

■主催 公益財団法人イオン環境財団

■幹事校 インドネシア大学

■協力 早稲田大学AEON　TOWAリサーチセンター

■後援 外務省、環境省、毎日新聞社

８月９日（月）　開講式・基調講演・グループワーク

８月１０日（火）　講演・フィールドトリップ・グループワーク

８月１１日（水）　成果発表・閉講式

■主な日程
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【活動様子】

一日目、８月９日（月）

開講式

主催者挨拶 山本百合子専務理事

幹事校代表挨拶
インドネシア大学 アリ・クンチョロ学長
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来賓挨拶
国連環境計画・金融イニシアチブ特別顧問・

WWFジャパン 末吉竹二郎会長

基調講演

インドネシア環境林業省 固形廃棄物・有害廃棄物・有害物質の管理局
ローザ・ヴィヴィアン・ラタナワティ局長



レクチャー

イオンインドネシア 運営＆IT本部
スダルマディ本部長

「インドネシアにおけるイオンの環境取り組み」
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質疑応答



グループワーク

事前学習の結果を共有しながらのディスカッション
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二日目、８月１０日（火）

レクチャー

質疑応答

インドネシア公共事業・国民住宅省 サンディー・エコ・ブラモノ博士
「東カリマンタン州バリクパパンにおけるインドネシアにおける廃棄物処理」
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レクチャー

質疑応答

インドネシア最大石油化学会社CAP エディ・リヴァイ副社長
「循環型社会推進のなかの民間企業」
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グループワーク

ディスカッション及び成果発表準備
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成果発表

Bチーム

Aチーム

三日目、８月１１日（水）
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成果発表

Dチーム

Cチーム
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成果発表

Fチーム

Eチーム
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成果発表

Hチーム

Gチーム
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成果発表

Jチーム

Iチーム
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閉講式

事前に送付した修了証を持って集合写真
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閉講式

表彰式
審査員によるグランプリ：Fチーム 視聴者賞：AチームとGチーム
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閉講式
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謝辞
インドネシア大学

バイドゥリ・ウィダナルコ国際事務局長

閉講挨拶 次回幹事校代表
早稲田大学 弦間理事

閉講挨拶 幹事校代表
インドネシア大学

アグスティン・クスマヤティ大学長官



フェアウェルパーティ

AEON TOWA students企画のフェアウェルパーティ
本プログラム修了生からのメッセージ

各国のお菓子紹介やゲーム
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毎日新聞 記事

毎日新聞オンライン 8月10日付記事

毎日新聞 8月10日付記事
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毎日フォーラム

日本の選択9月号 記事

毎日新聞 9月24日付記事



ニュースリリース（日・英）

Facebook Instagram
19

当財団発信


